
別紙２  

「山形県大江町におけるブロードバンド化促進のための調査研究会」 

調査イメージ 

 

 

○ 条件不利地域におけるブロードバンド整備のシナリオ 

１２月から４ヶ月に及ぶ冬季の積雪期間における情報伝達手段の確保  

地勢やコスト等を考慮した効果的な伝送メディアを選択 

西村山管内で唯一のブロードバンド・ゼロ地域からの脱却 

 

○ 生活者の暮らし確保に向けた情報通信技術の利活用  

町民の生活向上及び地域経済の活性化、若年層の定住促進を期待  

企業活動等新たな産業創造等の様々な課題解決に向けたＩＣＴ利活用が期待  

 

○ デジタル・ディバイド対策としての一体的な整備 

町内全域のブロードバンド化と地上デジタル放送の不感地域の解消  

地域振興に資する総合的情報インフラの整備 

１．調査フィールド 

山形県 大江町（おおえまち） 
○人口9,741人（2,932世帯） 高齢化率 約32％ 

○町民所得 194.8万円  

○財政力指数 0.27 

○過疎・辺地・山村・特定農村・特豪の指定地域  

○集落間の交通アクセスの不便な地域  

１日６往復の町営バス 

○総面積の約８割が森林 

２．調査の視点（モデル性） 

大江町における情報通信基盤整備計画策定 

（平成２２年度の事業化を想定） 

当局・大江町が共同し、調査研究会を開催 

（山形県、学識経験者、電気通信事業者等の参画） 

地域ニーズや整備に向けた課題、関連する既存計画等との整合性も踏まえた調査を実施  

３．調査スケジュール 

平成２１年６月１８日（第１回会合）～平成２１年１１月（最終会合を予定） 


